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介
護
に
関
す
る
男
女
の
意
識

　

本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
た
現
在
、
多
く

の
人
た
ち
が
老
後
、
介
護
に
関
心
を
抱
い
て
い

る
。
厚
生
省
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」（
九
五

年
）
に
よ
れ
ば
、
介
護
の
担
い
手
は
主
に
中
高

年
の
女
性
で
あ
る
（
全
国
で
七
三
万
五
千
人
、

う
ち
女
性
が
六
〇
万
五
千
人
）。
ま
た
、家
族
の

介
護
・
看
病
の
た
め
に
離
職
し
た
人
は
年
間
十

万
一
千
人
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
る

と
い
う
（
図
）。

　

そ
こ
で
、
総
理
府
「
高
齢
者
介
護
に
関
す
る

世
論
調
査
」（
九
五
年
）
に
よ
り
、
介
護
に
関
す

る
意
識
を
男
女
別
に
み
て
み
た
。
ど
の
設
問
と

も
最
も
高
い
項
目
は
男
女
と
も
共
通
で
あ
る
が
、

次
に
高
く
挙
げ
た
も
の
に
男
女
の
意
識
の
差
が

う
か
が
え
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
だ
け
挙

げ
て
み
る
と
、
介
護

施
設
へ
の
入
所
意
向

で
は
、「
介
護
施
設
へ

入
っ
て
も
よ
い
と
い

う
気
持
ち
は
あ
る
」

は
、
全
体
で
「
あ
る
」

が
六
五
・
三
％
、「
な

い
」
は
二
〇
・
五
％
。

性
別
で
は
「
あ
る
」

の
割
合
が
女
性
、「
な

い
」
の
割
合
が
男
性

で
高
い
。「
施
設
に

入
所
し
て
も
よ
い
」

理
由
で
は
、
全
体
で

「
家
族
に
迷
惑
を
か

け
た
く
な
い
」（
七
六
・
九
％
）
が
高
く
、
特
に

二
十
〜
五
十
歳
代
の
女
性
に
高
い
。「
施
設
へ
の

入
所
を
望
ま
な
い
」
理
由
で
は
、「
で
き
る
限
り

自
宅
で
生
活
が
し
た
い
」
が
七
三
・
六
％
と
高

く
、
性
別
で
は
「
他
人
の
世
話
に
な
る
の
は
い

や
」
が
男
性
で
高
く
な
っ
て
お
り
、
年
齢
別
で

は
六
十
歳
以
上
に
高
い
。

　

次
に
、
自
宅
で
の
介
護
形
態
で
は
、「
家
族
を

中
心
に
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
外
部
も
利
用
」
四
二
・

六
％
、「
家
族
だ
け
で
」
二
五
・
〇
％
、「
外
部

を
中
心
に
家
族
も
」
二
一
・
五
％
と
続
く
。
性

別
で
は
「
家
族
だ
け
」
が
男
性
（
特
に
五
十
歳

以
上
）、「
外
部
を
中
心
に
家
族
も
」
が
女
性
で

高
い
。「
家
族
だ
け
に
介
護
さ
れ
た
い
」
の
理
由

で
は
、「
他
人
の
世
話
に
な
る
の
は
い
や
」
五

二
・
九
％
、「
他
人
に
家
庭
に
入
っ
て
き
て
ほ

し
く
な
い
」
四
〇
・
四
％
、「
家
族
の
者
だ
け
で

十
分
」
三
七
・
六
％
の
順
に
な
っ
て
い
る
（
複

数
回
答
）。「
家
族
の
者
だ
け
で
十
分
」
は
、
特

に
男
性
、
年
齢
別
で
は
六
十
歳
以
上
で
高
か
っ

た
。「
家
族
の
誰
に
介
護
さ
れ
た
い
か
」
で
は
、

男
性
は
「
配
偶
者
」（
七
三
・
六
％
）、
女
性
で

は
「
娘
」（
三
四
・
二
％
）
が
高
い
。

　

以
上
、
紙
数
の
関
係
上
す
べ
て
を
紹
介
で
き

な
い
が
、「
介
護
は
家
庭
で
女
性
が
」
の
傾
向
が
、

社
会
全
体
、
特
に
男
性
に
強
く
表
れ
て
い
る
。

　

来
年
四
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
に
つ

い
て
は
解
決
す
べ
き
問
題
が
多
い
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
十
分
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

個
人 （
特
に
女
性
）や
家
族
の
介
護
負
担
を
少
し

で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
期
待
し
た
い
。（

金
子
）

　

こ
の
頃
は
正
月
を
迎
え
て
も
そ
う
楽
し
く
な
い

し
、
ま
し
て
や
誕
生
日
な
ど
が
近
づ
く
と
ユ
ー
ウ

ツ
な
気
分
に
な
る
の
だ
が
、
春
の
訪
れ
だ
け
は
幾

つ
に
な
っ
て
も
嬉
し
い
。

　

小
誌
が
読
者
の
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
頃
に
は
、

桜
前
線
も
か
な
り
北
上
し
、
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の

農
作
業
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
か

く
い
う
私
も
、
小
さ
な
菜
園
に
今
年
は
ど
ん
な
野

菜
の
種
を
蒔
こ
う
か
、
な
ど
と
考
え
て
い
る
時
が

一
番
楽
し
い
。

　

春
は
毎
年
変
わ
ら
ぬ
姿
で
や
っ
て
く
る
が
、
今

年
の
春
は
農
業
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
そ
う
。

四
月
か
ら
は
コ
メ
の
輸
入
が
関
税
化
さ
れ
、
国
会

で
は
既
に
新
農
業
基
本
法
の
制
定
作
業
が
進
ん
で

い
る
。

　

こ
の
春
に
蒔
か
れ
た
種
が
ど
の
よ
う
な
実
を
つ

け
る
か
、
楽
し
み
で
も
あ
り
、
心
配
で
も
あ
る
。

（
須
田
）

　

三
月
号
（
一
五
四
号
）
の
「
ぶ
っ
く
レ
ビ

ュ
ー
」
で
紹
介
い
た
し
ま
し
た
『
農
協
寸

言
』
の
発
行
日
等
の
掲
載
も
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

（
発
行
年
月
・
頁
数
・
定
価
）

　

（
一
九
九
八
年
一
二
月
、
一
二
五
頁
、

一
、
〇
〇
〇
円
）
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